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論文の要旨 
本研究の目的は，育児中の母親における対人関係に焦点をあてた育児ストレス場面をイラストで表現
し，母親の「建前」と「本音」と両者間の「ギャップ」を測定するために，「育児場面のイラストを用
いた育児ストレステスト(以下、本テストとする)」を試作し，それを用いて母親の心理的特徴と，本テ
ストにおける母親の反応を比較，検討したものである。以下， 1．「育児場面のイラストを用いた育児
ストレステスト」の作成手順，2．母親の自我状態・行動・心理的特徴と本テスト結果の関係について
述べている。 
 
1．「育児場面のイラストを用いた育児ストレステスト」の作成手順 
24枚のイラストによる育児場面のテストを試作し，2回の修整を経た後，23名の回答を分析した。そ
の結果，「建前」は「受容」「条件付受容」「非受容」の 3つに，「本音」は「ポジティブ感情」と「ネガ
ティブ感情」の 2つに分類できた。「ギャップ」はどの場面でも認められたが，研究者が「ギャップ」
の程度を判断することは困難であった。回答に迷うものや，育児ストレスを判断するには不適切な場面
を除き，最終的に 18枚に減らし第１版とした。 
2．母親の自我状態・行動・心理的特徴と本テスト結果の関係 
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母親の自我状態や行動および心理的特徴と，本テスト結果との関係を探索する目的で，307 名の乳幼
児を持つ母親に対し，新版 TEGⅡ(東大式エゴグラム：以下 TEGⅡとする)，日本版 POMS(Profile of Mood 
States：以下 POMSとする)と本テストを同時に調査した。 
その結果，カテゴリー分類や「ギャップ」の評定の検査者間一致度は，「建前」と「本音」は 80％以
上であった。TEGでは，CP(批判的な親)の「低群」が「高群」に比べ有意に「ギャップ」が多く(f=4.592, 
p=.011)，A(理性的・理想的)の「高群」が「低群」に比べて有意に「受容」(f=4.494, p=.012)と「ギ
ャップ」(f= 3.524,p=.031)が少なく，「条件付受容」が多かった(f=4.713, p=.010)。FC(自由な子ども)
では「低群」が「中群」に比べ有意に「ギャップ」が多く(f=3.670，ｐ=.027)，AC(順応した子ども)で
は「低群」が「高群」より，また「中群」より「高群」が有意に「ギャップ」が多かった(f=7.304, p=.001)。 
POMSと，「ギャップ」得点は，T-A(緊張・不安)の「高群」が「低群」「中群」に比べ「ギャップ」が
多く(f=11.581，p=.000)，「中群」が「低群」に比べ有意に「ギャップ」が多かった。D(抑うつ・落ち
込み)では「高群」が「低群」に比べ「ギャップ」が多かった(f=3.486, ｐ=.032)。 
TEGⅡと本テストの比較により，母親の自我状態の程度によっては「ギャップ」を多く持つ可能性が
あることが示唆された。また，緊張や不安，抑うつが高い母親には「ギャップ」が多くみられたことか
ら，ストレス状態と本研究によるギャップ得点は関連すると考えられた。 
よって，本テストは母親の精神状態を把握できる可能性がある。 
 
3．結論 
本テストは活用が簡便であり，母親の共感を得やすく，対象が興味を持って参加できるテストである
と思われる。また，「ギャップ」は，母親の自我状態や精神的な健康度と関係があるため，「ギャップ」
に注目することは，有用であると考えられた。本テストを活用することによって，育児ストレスが測定
可能で，母親と看護職者らがうちとけて相談でき，それが支援につながれば，本テストの作成意義はあ
ると考える。 
 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
本研究における育児中の母親の対人関係に焦点を当てて作成された育児ストレステストは，さま
ざまな育児ストレスを想定した場面と育児経験者の評価により作成されたテストである。本研究は
母親の育児ストレス研究から育児ストレスの要因を明らかにした上で，通常行われている質問紙法
以外の方法でイラストを用いて作成した 18の場面から，母親の内面における葛藤を「建前」と「本
音」の「ギャップ」によって評定するオリジナリティの高い研究である。また，面接に用いること
によって，母親を支援する者との関係性をみながら，育児中の対処方法の改善策を考え，育児スト
レスの軽減が期待できるテストである。 
以上、研究の意義、オリジナリティ、研究成果、論文のまとめ方において、博士論文としての水
準に達していると判断される。 
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平成 28年 1月 7日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
 なお、学力の確認は、人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした。
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認
める。 
